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１ 序

沖大東海底崖はフィリピン海の西半分を占める

フィリピン海盆北部の海底，沖大東海嶺の南方約

２５０kmに位置する海底崖である（第１図）．１９９６年

の海上保安庁の大陸棚調査により発見された比高約

８００mの海底崖で，走向が西北西－東南東，長さは

約３００km，南落ちで全体として沖大東海嶺の走向に

ほぼ平行している．海底崖の南北では，リニアメン

ト（比高１００m未満の地形の縞）の走向が異なって

おり，北側では南北方向に走っているのに対し，南

側は北西－南東に走っている（西嶋他［１９９８］）（第

２図）．

沖大東海嶺，大東海嶺，奄美海台は大東海嶺群と

総称され，採取された岩石資料などから６０－４０Ma

に活動していた古島弧であると報告されている（水

野他［１９７５］; Klein and Kobayashi［１９８０］）．沖大

東海底崖近傍の海底形成年代は，地磁気のリニエー

ションや深海掘削から，Hilde and Lee［１９８４］によ

れば５３Ma頃，Tokuyama et al.［１９８６］によれば，

崖の北側は７０Ma頃に対し南側は５０Ma頃と推定さ

れている．沖大東海底崖の形成過程は，春日他

［１９９７］によって，浮揚性の島弧群と，リソスフェア

の冷却に伴って沈降するフィリピン海盆との沈降差

により，フィリピン海盆内の海洋性地殻が破断され

て，沖大東海底崖が形成されたというモデルが提案

されている．

２００４年には沖大東海嶺周辺の地殻構造を解明する

ために，沖大東海嶺を横断する東西測線及び，大東

海嶺から沖大東海嶺を縦断し，沖大東海底崖南部に

いたる南北測線において精密地殻構造探査が行われ

た．調査の結果，沖大東海底崖北部の最上部マント

ルではPn速度が８km/sを超える値が観測された

（林田他［２００５］）．Sn速度も５km/sと非常に大きい

値が観測され，また，下部地殻内に低速度層の存在

も示唆されており，標準的な海洋地殻とは異なる様

相を呈している．

本調査は大陸棚調査の一環として，沖大東海底崖

周辺の地殻構造モデルを確立するとともに，沖大東

海底崖北側の特異な速度構造の分布を明らかにする

ことを目的として，精密地殻構造探査を行った．調

査は測量船「昭洋」・「拓洋」による３度の行動に

渡って行われ，地震探査データのほかにも，海底地

形・重力データを合わせて取得した．

２ 調査概要

本調査にて行った地震探査の概要は以下のとおり

である．各次の大陸棚調査日程・行動の詳細に関し
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ては第１表にまとめた．各行動では，上乗り班とし

て大陸棚調査室・航法測地室及び海洋調査課より３

人乗船した．

２．１ 調査海域

海域 ：沖大東海底崖周辺

海上作業期間

第６次大陸棚調査（「拓洋」２００５/８/８－２００５/８/２９）

第７次大陸棚調査（「昭洋」２００５/８/１７－２００５/９/２２）

第８次大陸棚調査（「拓洋」２００５/９/８－２００５/９/２９）

座標系 ：WGS８４

探査測線

測線名 ：ODr６

両端座標 ：北緯２２．４８８３° 東経１３０．７５００°

北緯２２．４８８６° 東経１３３．６６５４°

測線長 ：約３５０km（１８９n.m.）

測線名 ：ODr７

両端座標 ：北緯２１．６３６２° 東経１３１．７７５７°

北緯２１．６３６３° 東経１３３．６５９４°

測線長 ：約１９５km（１０５n.m.）

測線名 ：ODr８

両端座標 ：北緯２２．３１６２° 東経１３２．７９００°

北緯２１．０１５０° 東経１３２．７９００°

測線長 ：約１４０km（７６n.m.）

今回の調査では３本の測線が設定された．ODr６

は沖大東海底崖の北方を，東西に横断する約３５０km

長の測線であり，沖大東海底崖北側の速度構造及び

２００４年の調査において確認された，上部マントルの

第２図 沖大東海底崖付近の３次元図
Fig．２ Three-dimensional map around the Oki-

Daito Escarpment.

第１図 調査海域位置図
Fig．１ Location map of the experimental area.

第３図 調査海域図．赤点はOBS設置位置を示す．
Fig．３ Map of experimental area.
Red circles indicate OBS locations.
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高速度層及び下部地殻内の低速度層が，沖大東海底

崖北側領域において普遍的に存在するかを把握する

ことを目的としている．ODr７及びODr８はともに沖

大東海底崖の最も地殻の厚いと考えられる点を交差

するように選定された．

２．２ 使用機器概要

屈折法地震探査

発震船 ：測量船「昭洋」

OBS（Ocean BottomSeismograph）設置間隔

：７km（ODr６）

：５km（ODr７，ODr８）

OBS使用台数 ：５１台ODr６

：４０台ODr７

：２９台ODr８

震源 ：non-tuned air gunarray

震源容量 ：９８．３l（６，０００inch３）

内部圧力 ：１３．７９MPa（２，０００psi）

曳航深度 ：１０m

発震間隔 ：２００m

測位 ：単独測位GPS

GPSアンテナ・震源間距離：７５m

震源として，４台のBOLT社製１５００ long life air gun

（１４．５l，１，５００inch３）で構成されるnon-tuend air

gunarray（総容量９８．３l，６，０００inch３）を用いた．ア

レイ構成は片桐他［２００５］と同様である．

OBS：東京測振社製 TOBS‐２４N型

サンプリング周波数 ：２００Hz

プリアンプゲイン

ジオフォンセンサー ：４０db

ハイドロフォンセンサー：４０db

ガラス球内圧 ：常温で約９００hPa

OBSの構成及び切り離しに方法は，林田他［２００５］

と同様である．各OBSのパーツ構成は第２表の通り

である．切り離し命令の伝達には船上支援装置リ

リーサーポジショナー（日油技研工業社製MODEL-

LC）を用いた．

第１表 地震探査行動
Table１Shipboard logs during the cruise.

日付 作業内容

第６次大陸棚調査 測量船拓洋 ２００５/０８/０８‐２００５/０８/２９

８/１３ OBS投入（ODr８‐１－ODr８‐２９）
８/１４ OBS投入（ODr７‐１－ODr７‐２７）
８/１５ OBS投入（ODr７‐２８－ODr７‐４０）

OBS位置測定（ODr７‐４０－ODr７‐３７）
８/１６ OBS位置測定（ODr７‐３６－ODr７‐２２，ODr８‐１５）
８/１７ OBS位置測定（ODr７‐２１－ODr７‐１）
８/１８ OBS位置測定（ODr８−１－ODr８‐１４，ODr８‐１６‐ODr８−２９）

第７次大陸棚調査 測量船昭洋 ２００５/０８/１７−２００５/０９/２２

８/２０ OBS投入（ODr６‐５１－ODr６‐２２）
８/２１ OBS投入（ODr６‐２１－ODr６‐１８）

OBS位置測定（ODr６‐２３－ODr６‐３０）
OBS揚収（ODr６‐２２）

８/２２ OBS投入（ODr６‐１７－ODr６‐１，ODr６‐３１−２，ODr６‐２２−２）
OBS捜索（ODr６‐３１）

８/２３ エアガン（６０００cu.in.）投入・ストリーマケーブル（SIG）投入
ODr７（往路）入線

８/２４ ODr７（往路）出線
８/２５ ODr８（往路）入線

GPS時刻発生装置停止・再起動
複合測位装置からの測位データ転送不良
ODr8（往路）出線・ODr8（往路）再入線

８/２６ エアガンのコンプレッサー２号機から異音発生のため１号機に切り替える
GPS時刻発生装置停止・再起動
ODr８（往路）出線・ODr８（往路）再入線
ODr８（往路）出線
ODr６（往路）入線

８/２７ ODr６（往路）調査
８/２８ ODr６（往路）出線

エアガン（６０００cu.in.）揚収・ストリーマケーブル（SIG）揚収
８/３１ エアガン（７００cu.in.）投入・ストリーマケーブル（SIG）投入

ODr７（復路）入線
反射法音波探査データ不良のため，予備のストリーマケーブル（BENTHOS）を投入

９/１ ODr７（復路）出線
反射法音波探査データ不良のため，ストリーマケーブル（SIG・BENTHOS）を揚収
ODr８（復路）入線

９/２ ODr８（復路）出線
台風接近のためエアガン揚収（７００cu.in.）

９/５ エアガン（７００cu.in.）投入
ODr６（復路）入線

９/６ ODr６（復路）出線
エアガン揚収（７００cu.in.）

９/１１ OBS位置測定（ODr６‐９－ODr６‐１１）
OBS揚収（ODr６‐１－ODr６‐２）

９/１２ OBS位置測定（ODr６‐１２－ODr６‐１８）
OBS揚収（ODr６‐３－ODr６‐１０）

９/１３ OBS位置測定（ODr６‐１９－ODr６‐２２）
OBS揚収（ODr６‐１１－ODr６‐１８）

９/１４ OBS位置測定（ODr６‐３１‐２，ODr６‐３２－ODr６‐３５）
OBS揚収（ODr６‐１９－ODr６‐２６）
OBS捜索（ODr６‐３１）

９/１５ OBS揚収（ODr６‐２７－ODr６‐３０，ODr６‐３１‐２，ODr６‐３２，ODr６‐３３）
OBS捜索（ODr６‐３１）

９/１６ OBS位置測定（ODr６‐３６‐ODr６‐５１）
OBS揚収（ODr６‐３４－ODr６‐３９）

９/１７ OBS揚収（ODr６‐４０－ODr６‐４３，ODr８‐１－ODr８‐３）
９/１８ OBS揚収（ODr６‐４４－ODr６‐５１）
９/１９ OBS揚収（ODr８‐４，ODr８‐５）

第８次大陸棚調査 測量船拓洋 ２００５/０９/０８－２００５/９/２９
９/１１ OBS揚収（ODr７‐１－ODr７‐２）
９/１２ OBS揚収（ODr７‐３－ODr７‐１０）
９/１３ OBS揚収（ODr７‐１１－ODr７‐１９）
９/１４ OBS揚収（ODr７‐２３－ODr７‐３１）
９/１５ OBS揚収（ODr７‐３２－ODr７‐４０）
９/１６ OBS揚収（ODr８−２９－ODr８‐２１）
９/１７ OBS揚収（ODr８−２０－ODr８‐１５，ODr７‐２０－ODr７‐２２）
９/１８ OBS揚収（ODr８‐１４－ODr８‐６）
９/１９ OBS捜索（ODr６‐３１）
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反射法地震探査

震源 ：屈折法地震探査と共有

ストリーマケーブル：

シングルチャンネルストリーマケーブル（SIG社

製）

使用ケーブルは全長２００mのSIG社製アナログス

トリーマケーブルで，ケーブル遠端部の６５mがアク

ティブセクションに相当する．最前部のハイドロ

フォンセンサーは測量船のGPSアンテナから約２００

m離して曳航した．

データ収録装置の仕様は片桐他［２００５］と同様で

ある．当初，反射法地震探査は７００inch３（３５０inch３

×２）エアガンを用いる計画であったが，７００inch３

のエアガン発震時にデータがデータ収録装置Delph

Winに記録されない不具合が生じたため，７００inch３

の反射法地震探査の記録は得られなかったが，エア

ガン発震記録はOBSの位置決定及び時刻較正のた

めに使用された．

３ 調査経過概要

３．１ OBS投入

測量船「拓洋」及び「昭洋」によりOBS１２２台が，

ODr６では約７km間隔，ODr７・ODr８では約５km

間隔で設置された．第３表に，OBS投入計画地点・

投入地点を示す．OBSの着底位置座標は現在解析中

のため記載していない．

投入計画地点と実際の投入地点とのずれを確認す

ると，ほとんどのOBSがずれ２００m以内において投

入されており，計画的な投入であったと考えられ

る．ODr６‐１５は投入時の作業に手間取ったため，ず

れが１６９０mと非常に大きくなっているが，測線と

OBS投入位置との関係を見てみると（第４図），主

に測線方向にずれており，解析への影響は少ないも

のと考えられる．

８月２１日の測量船「昭洋」でのOBS設置作業の

際，収録開始時間を投入前の時間に設定していたた

め，OBSが時刻誤差較正を行う前にデータ収録モー

ドになり，時刻差測定ができない状態となってし

まった．そのため，その時点において未投入であっ

た２１台及び予備器については，一度電源を落とし，

収録開始時間の再設定を行った．

データ収録モードに入ると，バッテリー節約のた

め動作ランプが消灯するため，電源がOFFの状態と

判別できない．当該行動中にデータ転送時等に電源

が落ちてしまう現象が何度か発生しており，正常に

データ収録モードに入っているかを確認するため，

ODr６‐２２を浮上させ，データ収録が正常に行われて

いることを確認した．ODr６‐２２の点には予備のOBS

を投入し，ODr６‐２２‐２とした．パラメータ設定時に

電源が落ちる問題は，OBSがデータ転送信号を電源

OFF信号と誤認識することが原因と考えられてお

り，ファームウェアのバージョンアップで対応され

る予定である．

ODr６‐３１は投入直後の船上からの距離測定信号に

は応答があったが，その後の着底位置算出のための

距離測定の際にはまったく応答がなかった．そこ

で，ODr６‐３１の点には予備器を投入し，ODr６‐３１‐２

とした．

３．２ エアガン発震

エアガンの発震スケジュールを第４表に示す．８

月２３日から８月２８日にかけて，ODr７，ODr８，ODr６

の順で６０００inch３のエアガン発震を行った．発震期間

中にシングルチャンネルストリーマケーブルも曳航

し，屈折法地震探査と同時に反射法地震探査も行っ

た．

第４図 投入計画地点と実際の投入地点の関係
Fig．４ Positions of ODr６-１４,１５and１６
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８月２５日１４：００にはGPS受信不良によってマス

タークロックが停止してしまう不具合が生じたた

め，一時出線，再入線を行った．再入線は出線地点

よりも手前から重複して行われたため，調査データ

に空白は生じていない．

同日１５：３０には反射法探査データ収録システム

に，複合測位装置からの時刻・測位データを転送す

るターミナルサーバ（No.６）が故障し，データ収録

装置に時刻が転送不能となったため，再度出線し

た．同日１８：００の再入線以後の反射法探査データに

は時刻情報が記録されていないため，複合測位装置

の発震ログから発震位置を読み取った．

８月３１日から９月６日にかけて７００inch３のエアガ

ン発震を行った．８月３１日のエアガン発震直後か

ら，ストリーマケーブルからのデータがデータ収録

装置に転送されない不具合が生じたため，データの

収録は行わず，OBSの位置決定・時刻補正のための

発震のみとした．

尚，当該行動後に，原因解明のため測量船明洋の

ストリーマケーブルを用いて測定を行ったところ，

正常にデータを収録できたため，ストリーマケーブ

ルの故障が原因であることがわかっている．

ODr７・ODr８の調査後の９月２日に，台風１４号避

航のため一度エアガンを揚収した．９月５日よりエ

アガンを再投入し．ODr６を調査した．

３．３ OBS揚収

エアガン発震終了後，OBSの回収作業を行っ

た．９月１１日から９月１９日にかけて，測量船「昭洋」

及び測量船「拓洋」によりOBS計１２１台が回収され

た．OBSの回収状況については第３表に記した．

揚収後の時刻のずれの測定において，標準時刻発

生装置の表示時刻が安定しないOBSが見つかった．

OBSのコネクタ部を洗浄・乾燥し，何度か測定を試

みるうちに，無事に測定できた．コネクタ内のグリ

スによる導通の切断あるいは，同様の症状が昭洋の

行動の後半に集中していることから，ケーブルの劣

化が原因と考えられる．

昭洋により回収されたOBSは，データ転送の際通

信エラーが発生したため，上陸後にガラス球を開封

し，直接ハードディスクとPCを接続することで

データを回収した．

データ整理時にODr６‐１９のデータの欠落が見つ

かった．船上でデータ量を確認した際には正常な

データ量であったので，陸上でのデータ転送ミスが

原因と考えられる．８月３１日以降のデータが欠落し

たため，７００inch３のエアガンのデータは失われた

が，屈折法探査のデータは正常に記録されていた．

未回収のOBSはODr６‐３１の１台であり，ODr６‐３１

の点には代替のODr‐６‐３１‐２を設置・回収したた

め，計画台数に対するデータの回収率は１００％であ

る．

本調査のOBSでは，レコーダの内部時計較正のた

めに，１０秒毎にパルスを発震しているため，±５秒

以上の時刻ずれを認識することができない．した

がって，±５秒以上の時刻のずれがあると思われる

OBSは，第３表の備考欄に「dtの変化大」と記した．

±５秒以上の時刻のずれの判別は，投入前の時刻の

ドリフトの傾向と，揚収後の時刻のずれから判断し

た．

４ 調査記録

４．１ 反射法地震探査

反射法地震探査記録の結果を第５図に示した．施

した処理は，到達時間によるゲイン補正，デコンボ

リューション，バンドパスフィルタである．ODr６測

線は往復走時０．２secの一定の厚さの未固結堆積層

が確認され，海底面と音響基盤がほぼ平行であるこ

とを示している．浅部の堆積層は認識できるもの

の，モホ面まで確認することは難しい．また，海底

地形のリニエーションと直交する方向であり，多く

の断層が確認できる．Shot No．４００付近にある高ま

りは，最浅水深４８００m，高低差約８００mの海山であ

る．Shot No.１２００付近の谷は，地形の凹凸の振幅が

最も大きくなっている場所で，比高約２００m，最深

水深は約５９００mである．ODr７測線では測線中央部

において貫入岩体が多数見受けられる．測線の両端

の比較的平坦な海域においては，ODr６測線と同様

に海底面と平行な堆積層が見られる．最浅水深は約

４８００mである．ODr８測線は地形のリニエーション
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と平行であり，ODr６測線と比較して断層が少ない．

測線の北側にはODr６測線と同様な堆積層が認めら

れる． Shot No.２００付近で沖大東海底崖南端になり，

以南は崖下になる．ODr６測線上の最深水深は約

６０００mである．

４．２ 屈折法地震探査

揚収された１２０台のOBSからデータを回収した．

このうち，ODr６‐３６の三成分（地震計上下動・水平

動直交２成分）のレコードセクションを第６図に，

ODr６‐６，ODr７‐６，ODr７‐３５，ODr８‐６，ODr８‐

１５，ODr８‐２５の地震計上下動成分のレコードセク

ションを第７図に示した．施した処理は，OBSから

の距離に応じたゲイン補正，デコンボリューショ

ン，バンドパスフィルタである．

尚，正確なOBS投入位置が未だ未解析あるため，

この時点では，OBS投入位置を仮のOBS座標とし

た．OBS投入位置からの距離に応じて，上下動では

８km/sec，水平動では４．５km/secでリダクション

を行った．

ODr６‐３６ではオフセット距離１００km程度まで信

号を確認できる．ODr６‐３６の東西で様相が異なって

おり，西側ではPgとPmPは明瞭に読み取れるが，

Pnはほとんど観測されていない．一方，東側では見

かけ速度８km/sのPnが明瞭に読み取れる（第６

図）．ODr６‐６では東西ともPnがほとんど観測され

ておらず，ODr６‐３６の西側と同様の結果が得られて

いる（第７図（a））．ODr７測線のOBSでも東西１００

km程度まで信号が確認できる．ODr７‐３５の西側で

はPnを読み取ることができるが，ODr７‐６ではODr

６‐６やODr６‐３６西側と同様にPgが明瞭であり，Pn

はほとんど観測できていない（第７図（b），（c））．

ODr８測線のレコードセクションでは，測線中央

付近の地形の高まりで初動が読み取りにくいもの

の，信号は１００kmを超えて検出できる．沖大東海底

崖の南北両側に８km/sよりも速い相が確認される

が，特に南側の１００km以遠はPnであるかどうか不

明である．（第７図（d），（e），（f））．

５ まとめ

本調査では，沖大東海底崖の調査を行い，屈折法

探査・反射法探査において良好なデータを取得する

ことができた．今後は本調査結果をさらに解析し，

沖大東海底崖の速度構造及び地殻の連続性につい

て，明らかになることが期待される．
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st.No OBS クォーツ st.No OBS クォーツ 

ID ID メ ー カー ID メ ー カー ID MS ID ID メ ー カー ID メ ー カー ID MS

ODr6-1 6-071 1043 NOVATEC T02-002 NOVATEC T02-450 2708 ODr7-9 3-047 0217 太 洋無線 5291290 太洋無線 3361702 2638

ODr6-2 6-070 1163 NOVATEC T02-275 NOVATEC T02-470 2972 ODr7-10 3-049 0392 太洋無線 5291408 太洋無線 3361491 2427

ODr6-3 6-069 1174 NOVATEC T02-228 NOVATEC T02-411 2925 ODr7-11 3-050 0405 太洋無線 5291417 太洋無線 3361709 2645

ODr6-4 6-068 1140 NOVATEC T02-260 NOVATEC T02-453 2957 ODr7-12 5-051 0380 太洋無線 5291126 太洋無線 3361466 2402

ODr6-5 6-067 1064 NOVATEC T02-226 NOVATEC T02-395 2923 ODr7-13 3-052 0390 太洋無線 5291538 太洋無線 3361574 2510

ODr6-6 6-066 1026 NOVATEC T02-242 NOVATEC T02-299 2939 ODr7-14 3-053 0402 太洋無線 5291380 太洋無線 3361619 2555

ODr6-7 6-063 1186 NOVATEC T02-163 NOVATEC T02-295 2860 ODr7-15 1-054 0071 太洋無線 5291122 太洋無線 3361320 127

ODr6-8 6-062 1124 NOVATEC T02-245 NOVATEC T02-403 2942 ODr7-16 1-055 0011 太洋無線 5291311 太洋無線 3361344 151

ODr6-9 6-061 1172 NOVATEC T02-118 NOVATEC T02-399 2815 ODr7-17 3-056 0400 太洋無線 5291536 太洋無線 3361687 2623

ODr6-10 6-060 1183 NOVATEC T02-281 NOVATEC T02-451 2978 ODr7-18 3-057 0412 太洋無線 5291289 太洋無線 3361700 2636

ODr6-11 6-059 1196 NOVATEC T02-027 NOVATEC T02-426 2733 ODr7-19 3-058 0368 太洋無線 5291500 太洋無線 3361428 2364

ODr6-12 6-058 1190 NOVATEC T02-136 NOVATEC T02-416 2833 ODr7-20 3-059 0366 太洋無線 5291372 太洋無線 3361382 2318

ODr6-13 6-056 1195 NOVATEC T02-271 NOVATEC T02-468 2968 ODr7-21 3-061 0362 太洋無線 5291115 太洋無線 3361432 2368

ODr6-14 6-055 1203 NOVATEC T02-208 NOVATEC T02-109 2905 ODr7-22 3-063 0295 太洋無線 5291419 太洋無線 3361422 2358

ODr6-15 6-054 1048 NOVATEC T02-290 NOVATEC T02-459 2987 ODr7-23 3-064 0382 太洋無線 5291365 太洋無線 3361622 2558

ODr6-16 6-037 1283 NOVATEC T02-148 NOVATEC T02-455 2845 ODr7-24 2-065 0297 太洋無線 5291404 太洋無線 3361703 2639

ODr6-17 6-036 1286 NOVATEC T02-241 NOVATEC T02-068 2938 ODr7-25 3-066 0387 太洋無線 5291420 太洋無線 3361326 133

ODr6-18 6-051 1025 NOVATEC T02-283 NOVATEC T02-402 2980 ODr7-26 3-067 0461 太洋無線 5291245 太洋無線 3361423 2359

ODr6-19 6-050 1207 NOVATEC T02-258 NOVATEC T02-247 2955 ODr7-27 3-068 0434 太洋無線 5291494 太洋無線 3361711 2647

ODr6-20 6-049 1187 NOVATEC T02-243 NOVATEC T02-296 2940 ODr7-28 2-069 0329 太洋無線 5291293 太洋無線 3361489 2425

ODr6-21 6-032 1089 NOVATEC T02-274 NOVATEC T02-396 2971 ODr7-29 1-070 0179 太洋無線 5291413 太洋無線 3361419 2355

ODr6-22 6-046 1053 NOVATEC T02-264 NOVATEC T02-443 2961 ODr7-30 3-073 0416 太洋無線 5291129 太洋無線 3361426 2362

ODr6-22-2 6-048 1209 NOVATEC T02-221 NOVATEC T02-413 2981 ODr7-31 3-075 0389 太洋無線 5291411 太洋無線 3361691 2627

ODr6-23 6-045 1137 NOVATEC T02-217 NOVATEC T02-339 2914 ODr7-32 3-076 0236 太洋無線 5291415 太洋無線 3361412 2348

ODr6-24 6-044 1197 NOVATEC T02-139 NOVATEC T02-473 2836 ODr7-33 3-077 0249 太洋無線 5291196 太洋無線 3361522 2458

ODr6-25 6-043 1121 NOVATEC T02-161 NOVATEC T02-457 2858 ODr7-34 3-078 0435 太洋無線 5291473 太洋無線 3361689 2625

ODr6-26 6-042 1285 NOVATEC T02-249 NOVATEC T02-419 2946 ODr7-35 2-079 0154 太洋無線 5291369 太洋無線 3361521 2457

ODr6-27 6-040 1189 NOVATEC T02-278 NOVATEC T02-114 2975 ODr7-36 3-082 0399 太洋無線 5291535 太洋無線 3361606 2542

ODr6-28 6-028 1282 NOVATEC T02-162 NOVATEC T02-444 2859 ODr7-37 4-085 0043 太洋無線 5291440 太洋無線 3361322 129

ODr6-29 6-038 1120 NOVATEC T02-135 NOVATEC T02-342 2832 ODr7-38 1-098 0189 太洋無線 5291490 太洋無線 3361697 2633

ODr6-30 6-010 1009 NOVATEC T02-159 NOVATEC T02-423 2856 ODr7-39 1-099 0171 太洋無線 5291281 太洋無線 3361456 2392

ODr6-31 6-035 1269 NOVATEC T02-251 NOVATEC T02-449 2948 ODr7-40 4-072 0472 太洋無線 5291109 太洋無線 3361323 130

ODr6-31-2 6-052 1054 NOVATEC T02-264 NOVATEC T02-443 2961 ODr8-1 3-001 0181 太洋無線 5291487 太洋無線 3361325 132

ODr6-32 6-033 1108 NOVATEC T02-247 NOVATEC T02-458 2944 ODr8-2 2-004 0114 太洋無線 5291526 太洋無線 3361762 2698

ODr6-33 6-029 1122 NOVATEC T02-138 NOVATEC T02-418 2835 ODr8-3 2-005 0093 太洋無線 5291532 太洋無線 3361425 2361

ODr6-34 6-027 1274 NOVATEC T02-211 NOVATEC T02-325 2908 ODr8-4 3-006 0341 太洋無線 5291483 太洋無線 3361730 2666

ODr6-35 6-026 1164 NOVATEC T02-120 NOVATEC T02-401 2817 ODr8-5 5-007 0447 太洋無線 5291279 太洋無線 3361696 2632

ODr6-36 6-024 1275 NOVATEC T02-273 NOVATEC T02-059 2970 ODr8-6 2-008 0174 太洋無線 5291284 太洋無線 3361601 2537

ODr6-37 6-023 1280 NOVATEC T02-137 NOVATEC T02-439 2834 ODr8-7 2-009 0085 太洋無線 5291502 太洋無線 3361707 2643

ODr6-38 6-022 1087 NOVATEC T02-203 NOVATEC T02-435 2900 ODr8-8 2-010 0132 太洋無線 5291497 太洋無線 3361537 2473

ODr6-39 6-021 1084 NOVATEC T02-215 NOVATEC T02-400 2912 ODr8-9 2-011 0116 太洋無線 5291524 太洋無線 3361442 2378

ODr6-40 6-020 1169 NOVATEC T02-207 NOVATEC T02-445 2904 ODr8-10 2-012 0144 太洋無線 5291523 太洋無線 3361738 2674

ODr6-41 6-019 1158 NOVATEC T02-244 NOVATEC T02-307 2941 ODr8-11 3-014 0227 太洋無線 5291488 太洋無線 3361699 2635

ODr6-42 6-072 1162 NOVATEC T02-230 NOVATEC T02-433 2927 ODr8-12 3-015 0273 太洋無線 5291186 太洋無線 3361294 101

ODr6-43 6-015 1130 NOVATEC T02-237 NOVATEC T02-055 2934 ODr8-13 3-016 0232 太洋無線 5291489 太洋無線 3361735 2671

ODr6-44 6-014 1168 NOVATEC T02-218 NOVATEC T02-069 2915 ODr8-14 3-017 0330 太洋無線 5291278 太洋無線 3361732 2668

ODr6-45 6-012 1024 NOVATEC T02-219 NOVATEC T02-406 2916 ODr8-15 3-019 0337 太洋無線 5291368 太洋無線 3361736 2672

ODr6-46 6-007 1032 NOVATEC T02-456 NOVATEC T02-431 1124 ODr8-16 3-021 0263 太洋無線 5291305 太洋無線 3361504 2440

ODr6-47 6-005 1167 NOVATEC T02-288 NOVATEC T02-129 2985 ODr8-17 3-022 0256 太洋無線 5291352 太洋無線 3361296 103

ODr6-48 6-074 1192 NOVATEC T02-232 NOVATEC T02-072 2929 ODr8-18 2-025 0348 太洋無線 5291410 太洋無線 3361690 1626

ODr6-49 6-003 1019 NOVATEC T02-213 NOVATEC T02-446 2910 ODr8-19 3-026 0239 太洋無線 5291390 太洋無線 3361688 2624

ODr6-50 6-076 1148 NOVATEC T02-262 NOVATEC T02-415 2959 ODr8-20 3-027 0233 太洋無線 5291277 太洋無線 3361705 2641

ODr6-51 6-001 1031 NOVATEC T02-279 NOVATEC T02-467 2976 ODr8-21 4-028 0488 太洋無線 5291272 太洋無線 3361454 2390

ODr7-1 3-039 0367 太洋無線 5291531 太洋無線 3361413 2349 ODr8-22 3-029 0248 太洋無線 5291414 太洋無線 3361437 2373

ODr7-2 3-040 0420 太洋無線 5291276 太洋無線 3361631 2567 ODr8-23 3-030 0333 太洋無線 5291164 太洋無線 3361704 2640

ODr7-3 1-041 0033 太洋無線 5291418 太洋無線 3361729 2665 ODr8-24 3-031 0296 太洋無線 5290534 太洋無線 3361424 2360

ODr7-4 3-042 0409 太洋無線 5291459 太洋無線 3361739 2675 ODr8-25 3-032 0467 太洋無線 5291291 太洋無線 3361624 2560

ODr7-5 3-043 0404 太洋無線 5291542 太洋無線 3361710 2646 ODr8-26 4-033 0466 太洋無線 5291426 太洋無線 3361627 2563

ODr7-6 1-044 0047 太洋無線 5291280 太洋無線 3361576 2512 ODr8-27 1-034 0036 太洋無線 5291153 太洋無線 3361416 2352

ODr7-7 1-045 0012 太洋無線 5291467 太洋無線 3361698 2634 ODr8-28 1-036 0038 太洋無線 5291102 太洋無線 3361708 2644

ODr7-8 3-046 0151 太洋無線 5291525 太洋無線 3361380 2316 ODr8-29 3-038 0411 太洋無線 5291114 太洋無線 3361417 2353

フラッシャー ビーコン フラッシャー ビーコン 

第２表 OBSパーツ構成表
Table２ Information of OBS components
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deg. min. deg. min. deg. min. deg. min.
ODr6-1 6-071 22 29.299 130 45.000 5797 22 29.296 130 44.999 5 ○ 
ODr6-2 6-070 22 29.330 130 48.498 5850 22 29.335 130 48.473 44 ○ 
ODr6-3 6-069 22 29.360 130 51.996 5887 22 29.364 130 52.004 15 ○ 
ODr6-4 6-068 22 29.389 130 55.495 5892 22 29.381 130 55.489 18 ○ データ転送時電源が落ちた。 
ODr6-5 6-067 22 29.417 130 58.993 5831 22 29.419 130 59.000 13 ○ 
ODr6-6 6-066 22 29.443 131 2.491 5849 22 29.431 131 2.494 22 ○ 
ODr6-7 6-063 22 29.468 131 5.990 5897 22 29.473 131 5.942 83 ○ 
ODr6-8 6-062 22 29.492 131 9.488 5871 22 29.448 131 9.454 100 ○ 
ODr6-9 6-061 22 29.514 131 12.986 5801 22 29.486 131 12.970 59 ○ 
ODr6-10 6-060 22 29.535 131 16.485 5848 22 29.503 131 16.455 79 ○ 
ODr6-11 6-059 22 29.555 131 19.983 5743 22 29.578 131 20.011 63 ○ 
ODr6-12 6-058 22 29.574 131 23.482 5789 22 29.561 131 23.490 28 ○ 
ODr6-13 6-056 22 29.592 131 26.980 5862 22 29.603 131 27.015 63 ○ 
ODr6-14 6-055 22 29.608 131 30.479 5862 22 29.612 131 30.398 138 ○ 
ODr6-15 6-054 22 29.623 131 33.977 5740 22 29.576 131 34.961 1690 ○ 
ODr6-16 6-037 22 29.636 131 37.476 5790 22 29.612 131 37.509 73 ○ トラポン不良（正しい距離表示をしない)
ODr6-17 6-036 22 29.649 131 40.974 5789 22 29.622 131 41.013 83 ○ データ転送時電源が落ちた。 
ODr6-18 6-051 22 29.660 131 44.473 5791 22 29.672 131 44.476 23 ○ 
ODr6-19 6-050 22 29.670 131 47.971 5780 22 29.671 131 47.969 4 ○ 8月31日以降のデータ欠落 
ODr6-20 6-049 22 29.678 131 51.470 5723 22 29.678 131 51.469 2 ○ 
ODr6-21 6-032 22 29.686 131 54.968 5729 22 29.695 131 55.012 78 ○ ｄｔ不良（表示が変化しない） 
ODr6-22 6-046 22 29.692 131 58.467 5790 22 29.685 131 58.490 43 ○ 記録動作確認として8/21に浮上 
ODr6-22-2 6-048 22 29.692 131 58.467 5790 22 29.700 131 58.503 65 ○ 
ODr6-23 6-045 22 29.697 132 1.965 5763 22 29.700 132 1.867 169 ○ 
ODr6-24 6-044 22 29.700 132 5.464 5705 22 29.667 132 5.336 227 ○ 
ODr6-25 6-043 22 29.703 132 8.962 5647 22 29.655 132 8.986 97 ○ 
ODr6-26 6-042 22 29.704 132 12.461 5743 22 29.664 132 12.426 94 ○ 
ODr6-27 6-040 22 29.703 132 15.959 5702 22 29.694 132 15.944 31 ○ 
ODr6-28 6-028 22 29.702 132 19.458 5723 22 29.670 132 19.511 109 ○ 
ODr6-29 6-038 22 29.699 132 22.956 5754 22 29.661 132 22.976 77 ○ 
ODr6-30 6-010 22 29.695 132 26.455 5603 22 29.666 132 26.486 75 ○ 
ODr6-31 6-035 22 29.690 132 29.953 5684 22 29.685 132 29.970 31 × ﾄﾗﾎﾟﾝ応答なし 
ODr6-31-2 6-052 22 29.690 132 29.953 5684 22 29.660 132 29.929 70 ○ 
ODr6-32 6-033 22 29.683 132 33.452 5587 22 29.687 132 33.346 182 ○ 
ODr6-33 6-029 22 29.675 132 36.951 5656 22 29.657 132 36.942 37 ○ 
ODr6-34 6-027 22 29.666 132 40.449 5677 22 29.675 132 40.422 49 ○ 
ODr6-35 6-026 22 29.656 132 43.948 5680 22 29.650 132 43.961 25 ○ 
ODr6-36 6-024 22 29.644 132 47.446 5680 22 29.627 132 47.426 46 ○ 
ODr6-37 6-023 22 29.631 132 50.945 5509 22 29.636 132 50.925 35 ○ 
ODr6-38 6-022 22 29.617 132 54.443 5761 22 29.609 132 54.462 36 ○ 
ODr6-39 6-021 22 29.601 132 57.942 5688 22 29.614 132 57.985 78 ○ 
ODr6-40 6-020 22 29.585 133 1.000 5740 22 29.550 133 1.060 121 ○ 
ODr6-41 6-019 22 29.567 133 4.000 4887 22 29.540 133 4.092 166 ○ dtチェック不安定(時刻が激しく変化する)

dtチェック不安定(時刻が激しく変化する)

dtチェック不安定(時刻が激しく変化する)
dtチェック不安定(時刻が激しく変化する)
dtチェック不安定(時刻が激しく変化する)

dtチェック不安定(時刻が激しく変化する)
dtチェック不安定(時刻が激しく変化する)
dtチェック不安定(時刻が激しく変化する)
dtチェック不安定(時刻が激しく変化する)

ODr6-42 6-072 22 29.548 133 8.437 5552 22 29.553 133 8.453 29 ○ 
ODr6-43 6-015 22 29.527 133 11.935 5563 22 29.540 133 11.927 27 ○ 
ODr6-44 6-014 22 29.505 133 15.434 5656 22 29.497 133 15.385 84 ○ 
ODr6-45 6-012 22 29.482 133 18.932 5669 22 29.471 133 18.857 130 ○ 
ODr6-46 6-007 22 29.458 133 22.430 5679 22 29.466 133 22.452 40 ○ 
ODr6-47 6-005 22 29.432 133 25.929 5566 22 29.403 133 25.932 55 ○ 
ODr6-48 6-074 22 29.405 133 29.427 5632 22 29.417 133 29.318 188 ○ 
ODr6-49 6-003 22 29.377 133 32.500 5688 22 29.367 133 32.581 140 ○ 
ODr6-50 6-076 22 29.348 133 36.000 5675 22 29.366 133 35.983 45 ○ 
ODr6-51 6-001 22 29.317 133 39.922 5657 22 29.354 133 39.953 87 ○ 
ODr7-1 3-039 21 38.171 131 46.544 5677 21 38.173 131 46.588 76 ○ 
ODr7-2 3-040 21 38.187 131 49.442 5651 21 38.214 131 49.442 50 ○ 
ODr7-3 1-041 21 38.202 131 52.340 5550 21 38.212 131 52.345 21 ○ 
ODr7-4 3-042 21 38.217 131 55.237 5696 21 38.221 131 55.249 22 ○ 
ODr7-5 3-043 21 38.230 131 58.135 5682 21 38.194 131 58.145 69 ○ 
ODr7-6 1-044 21 38.243 132 1.033 5530 21 38.240 132 1.037 9 ○ 
ODr7-7 1-045 21 38.255 132 3.931 5539 21 38.252 132 3.941 19 ○ 
ODr7-8 3-046 21 38.266 132 6.829 5547 21 38.265 132 6.822 12 ○ 
ODr7-9 3-047 21 38.276 132 9.727 5302 21 38.269 132 9.740 27 ○ 
ODr7-10 3-049 21 38.286 132 12.625 5534 21 38.284 132 12.625 4 ○ 
ODr7-11 3-050 21 38.294 132 15.523 5578 21 38.294 132 15.525 5 ○ 
ODr7-12 5-051 21 38.302 132 18.421 5564 21 38.311 132 18.428 21 ○ dtの変化大　時刻較正時確認 
ODr7-13 3-052 21 38.309 132 21.319 5349 21 38.305 132 21.337 33 ○ 
ODr7-14 3-053 21 38.315 132 24.216 5417 21 38.334 132 24.239 54 ○ 
ODr7-15 1-054 21 38.320 132 27.114 5412 21 38.353 132 27.119 61 ○ 
ODr7-16 1-055 21 38.324 132 30.012 5303 21 38.347 132 30.065 100 ○ 
ODr7-17 3-056 21 38.328 132 32.910 5338 21 38.332 132 32.908 9 ○ 
ODr7-18 3-057 21 38.330 132 35.808 5524 21 38.358 132 35.797 55 ○ 
ODr7-19 3-058 21 38.332 132 39.000 5395 21 38.337 132 38.999 9 ○ 
ODr7-20 3-059 21 38.333 132 42.500 5107 21 38.313 132 42.538 75 ○ 
ODr7-21 3-061 21 38.333 132 44.502 5047 21 38.344 132 44.511 26 ○ 
ODr7-22 3-063 21 38.333 132 49.000 5380 21 38.358 132 49.007 49 ○ 
ODr7-23 3-064 21 38.331 132 50.298 5438 21 38.337 132 50.357 102 ○ 
ODr7-24 2-065 21 38.329 132 53.196 5540 21 38.355 132 53.183 54 ○ 
ODr7-25 3-066 21 38.325 132 56.094 5676 21 38.361 132 56.071 76 ○ 
ODr7-26 3-067 21 38.321 132 58.992 5676 21 38.357 132 58.993 66 ○ 
ODr7-27 3-068 21 38.316 133 1.890 5687 21 38.370 133 1.892 100 ○ 
ODr7-28 2-069 21 38.311 133 4.788 5660 21 38.326 133 4.792 30 ○ 
ODr7-29 1-070 21 38.304 133 7.686 5511 21 38.309 133 7.701 28 ○ 
ODr7-30 4-072 21 38.297 133 10.584 5476 21 38.306 133 10.591 22 ○ 
ODr7-31 3-073 21 38.288 133 13.481 5657 21 38.295 133 13.481 12 ○ 
ODr7-32 3-075 21 38.279 133 16.379 5716 21 38.256 133 16.370 46 ○ 
ODr7-33 3-076 21 38.269 133 19.277 5712 21 38.281 133 19.278 21 ○ 
ODr7-34 3-077 21 38.258 133 22.175 5658 21 38.252 133 22.169 17 ○ 
ODr7-35 3-078 21 38.247 133 25.073 5636 21 38.249 133 25.059 25 ○ 
ODr7-36 2-079 21 38.234 133 27.971 5629 21 38.211 133 27.967 44 ○ 
ODr7-37 3-082 21 38.221 133 30.869 5602 21 38.220 133 30.866 5 ○ 
ODr7-38 4-085 21 38.207 133 33.767 5671 21 38.219 133 33.765 23 ○ 
ODr7-39 1-098 21 38.192 133 36.665 5661 21 38.181 133 36.671 23 ○ 
ODr7-40 1-099 21 38.176 133 39.562 5659 21 38.152 133 39.561 45 ○ 

Station No. Ｏ Ｂ Ｓ 
投入計画位置 投入位置 

回収 remarkslatitude latitudelongitude longitudedepth(m) diff.(m)

第３表（a） OBS位置座標
Table３（a） Information of the OBS positions
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deg. min. deg. min. deg. min. deg. min.
ODr8-1 3-001 22 18.972 132 47.400 5590 22 18.980 132 47.370 54 ○ 
ODr8-2 2-004 22 16.263 132 47.400 5749 22 16.270 132 47.390 22 ○ 
ODr8-3 2-005 22 13.554 132 47.400 5659 22 13.550 132 47.410 18 ○ 
ODr8-4 3-006 22 10.844 132 47.400 5572 22 10.830 132 47.390 32 ○ 
ODr8-5 5-007 22 8.135 132 47.400 5518 22 8.110 132 47.370 69 ○ dtの変化大　時刻較正時確認 
ODr8-6 2-008 22 5.426 132 47.400 5573 22 5.420 132 47.440 70 ○ 
ODr8-7 2-009 22 2.717 132 47.400 5650 22 2.720 132 47.390 18 ○ 
ODr8-8 2-010 22 0.007 132 47.400 5694 22 0.020 132 47.390 29 ○ 
ODr8-9 2-011 21 57.298 132 47.400 5648 21 57.320 132 47.410 44 ○ 
ODr8-10 2-012 21 54.589 132 47.400 5693 21 54.590 132 47.390 17 ○ 
ODr8-11 3-014 21 51.879 132 47.400 5579 21 51.890 132 47.420 40 ○ 
ODr8-12 3-015 21 49.170 132 47.400 5731 21 49.178 132 47.397 14 ○ 
ODr8-13 3-016 21 46.461 132 47.400 5502 21 46.466 132 47.392 17 ○ 
ODr8-14 3-017 21 43.751 132 47.400 5310 21 43.731 132 47.380 51 ○ 
ODr8-15 3-019 21 41.042 132 47.400 5299 21 41.045 132 47.389 19 ○ 
ODr8-16 3-021 21 36.000 132 47.400 5088 21 36.011 132 47.392 25 ○ 
ODr8-17 3-022 21 32.914 132 47.400 4921 21 32.881 132 47.368 82 ○ 
ODr8-18 2-025 21 30.204 132 47.400 5024 21 30.167 132 47.411 72 ○ 
ODr8-19 3-026 21 27.495 132 47.400 5127 21 27.470 132 47.408 47 ○ 
ODr8-20 3-027 21 24.785 132 47.400 5116 21 24.770 132 47.408 33 ○ 
ODr8-21 4-028 21 21.700 132 47.400 5642 21 21.692 132 47.411 23 ○ 
ODr8-22 3-029 21 18.500 132 47.400 5739 21 18.492 132 47.416 31 ○ 
ODr8-23 3-030 21 16.657 132 47.400 5842 21 16.656 132 47.386 25 ○ 
ODr8-24 3-031 21 13.947 132 47.400 5871 21 13.946 132 47.404 7 ○ 
ODr8-25 3-032 21 11.238 132 47.400 5878 21 11.201 132 47.425 81 ○ 
ODr8-26 4-033 21 8.528 132 47.400 5890 21 8.531 132 47.413 23 ○ 
ODr8-27 1-034 21 5.819 132 47.400 5978 21 5.816 132 47.461 105 ○ 
ODr8-28 1-036 21 3.109 132 47.400 5921 21 3.111 132 47.412 21 ○ 
ODr8-29 3-038 21 0.900 132 47.400 5944 21 0.866 132 47.387 66 ○ 

Station No. Ｏ Ｂ Ｓ 
投入計画位置 投入位置 

回収 remarkslatitude latitudelongitude longitude
depth(m) diff.(m)
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第３表（b）OBS位置座標
Table３（b） Information of the OBS positions

第４表 エアガンショット記録
Table４ Air-gun shot log
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第５図 反射法探査記録
Fig．５ Single Channel seismic profiles（a）ODr６（b）ODr７（c）ODr８

海洋情報部技報 Vol．２４，２００６

―38―

／海洋情報部技報　第２４号‐２／０４　及川　２８‐４０  2006.05.23 17.34.52  Page 40 



2

4

6

8

10

12

2

4

6

8

10

12

2

4

6

8

10

12

T
 -

 O
ffs

et
 / 

8 
 (

se
c)

 

(a) ODr6-36 Vartical Component

Offset Distance(km)

Offset Distance(km)

Offset Distance(km)

(b) ODr6-36 Horizontal Component 1

(c) ODr6-36 Horizontal Component 2

W

W

W E

E

E

10050050100150200

T
 -

 O
ffs

et
 / 

4.
5 

 (
se

c)
 

T
 -

  O
ffs

et
 / 

4.
5 

 (
se

c)
 

10050050100150200

10050050100150200

第６図 ODr６‐３６のOBSのレコードセクション
Fig．６ The record sections on ODr６‐３６OBS.
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第７図 各OBSにおける上下動成分のレコードセクション．
Fig．７ Record sections of vartical component.

（a）ODr６‐１０,（b）ODr７‐６,（c）ODr７‐３５,（d）ODr８‐６,（e）ODr８‐１５,（f）ODr８‐２６
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